
流,κ じ実業、特1・ 殺場瑕え

フ旬力(バ (う ヒ引1並
`,К

声星
`iブ

l竹 )

,れ ,К ′漁疎ヒのイネわりtよ 、こ1年 |り な形での影筆|・ 承総盤美色ザなち明嵯→女場と,彙鯛
の11約 殺網ャ本クこたな薇嗜・定力 ll生 夕

"猥
イ易なビがあり、 また同躊|サ けf多 で|す 缶′K

え,К直■の場わえ支妨やイム温 仏え分で原,k後
=なたしたえ,時薇,k,κ ヶペバある。

熱τ lk″ ウヽ蹄購Кへの過俎としてのえ,k天え薇のな″`ぞ、a国 にう1、 てンにl● 、

“

l司 3千

イえ̂′ 万イtト ンヒ几績られているアホーッタカ粛3Кバ晨tスを実の人ヨいものであり、
この竜

`オ
ホ ッ́フ)がき,kそ のο2～ 08%(二 和をし、リヒカ適用超カタ射への形響範同は、

,た lk融 ,k,Kも 合のぅと 夕|え 偽)K輌 の日本)う り含丼
=吟

いたムタ、F晨 たぞいる。然
′
しり

がウ、 これらのた象ほふ^ふの厠]ltlで あって、ネ
`IК

 れ ,k千 て・の
'象

場瑕歿で,実 業を物
相をバ稚めて口1`ウス,ズ 千でl`、 イモ″ヽ

「
乃

'P,,・

断4的 な
1｀

'糀

バイ号られてぃぅに,で
'

ず、な力帽r夕

^゛

率た1黎 f」 Zl覚課題の一つである.

|、 )条檬生タカの
'た

,К tt Z

つレヴ:縁 % 01絡地方のすがつンプマ (夕 、ラれ,k濤 弁1・ ょダ実蔵11象 の2年 コンデ

え欠Zι t r″ 笠41離衡から11■ 年,安 たのつングタバ六径生
`う

ことバ知られてぃる

。え;k″キriバ″‖争あらKる アホ ツ́タ沿弁で'(`、 コンプの生産准・ 亥ウ″ζ井えるよう
有イちでのイスをな明ら″ヽ1■ 1る ことバで3け いヒいわれ、―力、えたう合芹)Кが囃ことバ

たぃオ、谷力
“
スロセ′で1'ス :k才t夕 ,ょ うラング佐たパ歯孫tで 高、、■御関バ″ラスる。

小タテデ イ :|マ ク牛毎の,つ で州渕の漁
`,kバ

益こ Lr」 ぃ ょ、ぇ ,kの ぇ べ1・ よってホ7

テ茶夕こがセ裁バ薇 考
=タ

リたが、力 ,К

'Kk前
イ支で'の

小タライヽ論機脅とは鮨 %に 仏 下

`る

も

のの、桁1)柔 I■ ■もフてお り、 ラれ)kと 蕉おК下での4'こ |ク 1多略に差ク`け られr,ぃ 。

ホツイク`イ :フКう14～
'")Xう

スで1`、 )れ :kイ多錫 |〔 イ千う 口,安 ネ11彙・ スヽロられていう

さのよう`、 歿業41"の え
'`縫

ち|`主 として
'η

ア|ク 茶イヤによbtの ぞあつて、κた

うじ丼ネた姥挙こ晨金1す え)にォt々 のための「おにわ宋じ子くイネあつてくる.

2 ノしКの
'К

炊 年1に え泰た
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第5図  富武士地先定点の水泄と塩分 (1975)1"
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第7図 幌岩試験区の水温・塩分・溶存腱素亀和

度 栄賽■の断面分布
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第8図  幌岩試験区の水温 塩分・溶存酸素飽和

度・栄賽なの断面分布
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第 9図  3月 中旬の水温・塩分の断百分・
)(1975)

第10目 宗谷海峡東側,技幸北沖の1975年 3月

12-14日 の海況1')

第11図 宗谷海鉄東側,枝幸北沖の海況,

1976年 3月 17～ 23日

第12日 宗谷海峡東側.枝幸北沖の海況,

1977年 3月 17日 .
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